
朝日書体 組み見本

今
、
伝
え
た
い
豊
か
な
移
ろ
い

　
こ
の
世
の
平
安
楽
土
を
望
ん
だ
桓

武
天
皇
は
、
七
九
四
年
に
平
安
京
を

造
営
し
て
平
安
遷
都
を
行
っ
た
。
東

に
鴨
川
に
棲
む
青
龍
、
西
に
山
陰
道

に
棲
む
白
虎
、
南
に
巨
椋
池
に
棲
む

朱
雀
、
北
に
船
岡
山
に
棲
む
玄
武
の

四
神
を
、
京
都
盆
地
の
地
形
に
配
し

て
守
ら
れ
る
風
水
思
想
か
ら
の
理
想

的
な
地
で
あ
っ
た
。

　
平
安
京
は
、
東
西
に
約
四 

・
五
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
、
南
北
に
約
五 

・
二
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
の
長
方
形
で
、
朱
雀
大

路
の
北
部
中
央
に
置
か
れ
た
大
内
裏

か
ら
南
に
向
か
っ
て
左
が
左
京
、
右

を
右
京
と
呼
び
、
碁
盤
目
に
設
計
さ

れ
て
い
る
。
現
在
の
京
都
の
町
割
は
、

豊
臣
秀
吉
の
時
代
に
洛
中
と
洛
外
を

分
け
る
御
土
居
が
築
か
れ
た
都
市
造

営
に
よ
っ
た
も
の
が
基
に
な
っ
て
い

る
。

　
平
安
京
以
前
に
、
京
都
一
帯
の
山

城
盆
地
は
山
代
・
山
背
と
い
わ
れ
、

奈
良
時
代
に
は
多
く
の
豪
族
が
勢
力

を
持
っ
て
い
た
。
さ
ら
に
さ
か
の
ぼ

る
と
、
太
古
の
湖
底
が
盆
地
と
な
り
、

水
田
地
帯
へ
と
開
墾
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

　
桓
武
天
皇
を
祀
る
朱
塗
り
の
色
鮮
や
か
な

社
殿
の
平
安
神
宮
は
、
京
都
の
守
護
神
と
し

て
、
一
九
一
一
年
に
平
安
建
都
千
百
年
を
祝

し
て
創
建
さ
れ
た
。

　
六
世
紀
に
伝
来
し
た
仏
教
は
、
宗
教
色
よ

り
も
豪
族
た
ち
に
よ
る
鎮
護
国
家
の
考
え
方

で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
代
わ
る
新
し
い
仏
教
と

し
て
、
桓
武
天
皇
は
最
澄
ら
を
遣
唐
使
と
し

て
送
り
込
ん
だ
。
こ
の
一
行
に
は
空
海
も
い

た
。
唐
か
ら
帰
国
し
た
二
人
が
学
ん
だ
の
は

密
教
の
考
え
方
で
、
最
澄
は
比
叡
山
延
暦
寺

に
天
台
宗
の
総
本
山
を
、
空
海
は
嵯
峨
天
皇

よ
り
教
王
護
国
寺
・
東
寺
を
賜
り
真
言
密
教

と
し
て
、
天
皇
や
貴
族
に
も
た
ら
し
た
。

　
摂
関
政
治
の
時
代
は
、
藤
原
氏
の
最
盛
期

に
な
り
、
こ
の
世
の
栄
華
は
道
長
の
宇
治
の

平
等
院
鳳
凰
堂
の
浄
土
教
美
術
に
も
あ
ら
わ

れ
て
い
る
。
藤
原
時
平
と
の
政
争
に
敗
れ
、

太
宰
府
に
左
遷
さ
れ
た
菅
原
道
真
は
、
博
識

で
三
筆
・
三
蹟
と
い
わ
れ
る
学
問
の
神
・
天

神
さ
ま
と
し
て
北
野
天
満
宮
に
祀
ら
れ
て
い

る
。
北
野
は
歌
舞
伎
発
祥
の
地
と
も
い
わ
れ

る
。

　
陰
陽
師
安
倍
晴
明
は
魔
界
と
の
接
点
に
あ

た
る
。
一
条
戻
橋
で
式
神
を
操
っ
て
い
た
こ

　やがて幕末になると、政治や思想、国論をめぐり、
禁門の変など、動乱に巻き込まれていった。大政奉
還を経て、1868年に明治維新となり、江戸が東京と
改名され、首都を東京に移した。

　京都は近代都市として発展させるためのさまざまな
策を施した。新たにつくった新京極通は娯楽街でもあ
り、キネマの天地の始まりでもあった。都をどりの開
催で五花街の季節の踊りは観光として今でも目玉。琵
琶湖疏水事業は、京都の人々の生活と産業を支えた。
千年以上にわたり宮処である京都は、文化的な美意識
を心のふるさととして、伝統と革新、進取の気風その
ままであり続けている。

と
は
説
話
集
な
ど
に
も
あ
る
。
晴
明
桔
梗
紋
の

星
形
は
、
木
火
土
金
水
の
五
行
の
思
想
が
込
め

ら
れ
て
魔
除
の
効
力
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　
一
五
八
五
年
関
白
に
就
任
し
た
豊
臣
秀
吉
は
、

聚
楽
第
を
建
造
し
た
り
京
都
の
城
下
町
化
に
着

手
し
た
。
短
冊
形
の
新
し
い
地
割
り
を
し
寺
町

を
作
っ
た
。
さ
ら
に
、
御
土
居
を
築
き
、
洛
中

と
洛
外
の
都
市
化
が
形
成
さ
れ
、
京
の
七
口
と

い
わ
れ
る
出
入
口
も
で
き
た
。
ま
た
、
太
閤
と

し
て
北
野
大
茶
湯
や
醍
醐
の
花
見
を
催
し
て
い

る
。
豊
臣
政
権
も
長
く
続
か
ず
、
徳
川
家
康
が

一
六
○
三
年
に
江
戸
に
幕
府
を
開
い
た
。
京
都

の
守
護
と
し
て
二
条
城
を
築
城
し
た
が
、
朝
廷

は
京
都
御
所
に
あ
っ
た
。

　
江
戸
時
代
の
始
め
、
出
雲
の
阿
国
が
や
や
こ

踊
り
を
見
せ
新
奇
な
か
ぶ
き
踊
り
が
流
行
り
、

鴨
川
四
条
河
原
は
茶
屋
な
ど
京
の
繁
華
街
と
し

て
栄
え
た
。
ま
た
遊
興
の
花
街
も
上
七
軒
、
六

条
柳
町
の
ち
の
島
原
、
伏
見
撞
木
町
に
あ
っ
た
。

　
さ
ら
に
、
西
陣
の
織
物
、
堀
川
の
友
禅
染
、

東
山
の
京
焼
の
大
衆
的
な
も
の
か
ら
、
琳
派
へ

続
く
本
阿
弥
光
悦
の
木
活
字
の
嵯
峨
本
な
ど
、

学
問
的
教
育
的
な
文
化
的
芸
術
的
な
も
の
ま
で

盛
ん
だ
っ
た
。
宮
庭
で
は
桂
離
宮
、
修
学
院
離

宮
、
仙
洞
御
所
の
三
離
宮
の
数
寄
屋
造
り
の
建

築
と
回
遊
式
庭
園
が
あ
る
。

宮
処
と
よ
ば
れ
る
王
朝
絵
巻

中
世
の
変
貌
と
、近
世
の
町
衆
力

四
神
相
応
の
理
想
の
地
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